
小金井市環境部下水道課

はじめに

今日の市民生活に欠くことのできない公共下水道は、都市の健全な発達及び公

衆衛生の向上、更に公共用水域の水質を守るという私たちの生活にはなくては

ならない公共施設です。しかし、全ての下水をそのまま受け入れてきれいな水

に処理することができるわけではありません。特に事業場等からの排水は水質

を一定の基準に適合させなければ、水再生センターでの水処理に悪影響を及ぼ

す結果、川や海などの環境を汚染し、市民生活に影響を及ぼしてしまいます。

そのため、小金井市では下水道法や小金井市下水道条例による水質規制が行わ

れています。この冊子は、こうした規制のしくみ等を理解していただくために

必要なルールをまとめましたので、よく読んでいただき、本市下水道事業の推

進にご協力をお願いいたします。

工場・事業場排水と下水道の手引き
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１下水道の仕組み

下水道には、汚水と雨水をまとめて流す「合流式下水道」と、別々に流す「分

流式下水道」があります。小金井市内の下水道は地域によって雨水の処理方式

が異なり、合流式及び分流式の地域があります。詳細については別紙１または

小金井市環境部下水道課(042-387-9828)にお問い合わせください。

|合流式下水道｜
【長所】

・布設する管が－本で済むため、施工が容易であり、また経済的である。

．少しの雨:であれば､雨水の汚れも水再生センターで処理することができます。

【短所】

・大雨で雨水量が増えると、雨で希釈された未処理の下水やきょう雑物が雨水

ばきから公共用水域(小金井市の場合、野川等)に放流されてしまいます。

・道路上にある集水ますを通して下水の悪臭が出てくることがある。

|分流式下水道｜
【長所】

・大雨のときでも汚水は、全て水再生センターで処理することができる６

【短所】

・雨水の汚れは、そのまま河川などに放流される。

・布設する管が２本必要となり、道路幅が狭い場所では施工が困難であり、費

用も大きくなります。
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【合流式下水道】 【分流式下水道】
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２下水道の役割

下水道は、快適な暮らしを支える都市の最も基本的な施設です。

(1)浸水の防止

豪雨時でも雨水を速やかに排除し、浸水からまちを守ります。

(2)衛生的な生活環境

下水道の整備により水洗トイレが使えるようになり、また不衛生な排水路もな

くなり、衛生的な生活環境へと改善できます。

(3)水環境の保全

家庭や工場などから排出される汚水を下水処理場で処理し､河川や海へ放流す

るため、公共用水域の水質を守ります。

性)資源の循環

処理した水を再生水として利用し、また、汚泥を資源・エネルギーとして利用

するなど、循環型都市づくりを進めます。また、下水処理水をせせらぎの水源

として利用し水循環創造に寄与しています。

水の循環

（雲→雨一地上→川→海→蒸発）
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３下水道法と水質汚濁防止法の違い

事業場排水などを公共用水域へ排出する場合には水質汚濁防止法及びダイオ

キシン類対策特別措置法の規制を受け、下水道へ排除する場合には下水道法の

規制を受けます。いずれの法律も水質の保全を目的としていますが、次のよう

な点で違いがあります。

(1)ＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)及びＳＳ(浮遊物質量)は水質汚濁防止法よ

り緩やかに設定されています。

項目 下水道法 水質汚濁防止法

Ｂ○， 600mg/Ｑ 25mg/０

ＳＳ 90mg/０

(2)下水道法は、水質汚濁防止法より規制される事業所の範囲が広い。

処理場の放流水の水質を守るため、水質汚濁防止法で規制されない事業場も規

制しています。例えば、非特定事業場、有害物質を流さない排水量50㎡/日未満

の特定事業場等が対象になります。

(3)下水処理場、下水道管等に被害を与える項目を追加規制

下水道の機能を妨げたり、施設を傷めたり･する項目を追加して規制しています。

温度４５℃未満、よう素消費量220Ing/０未満の2項目

＊以上のことは、事業場排水の排出先を、新たに公共用水域から下水道へ変更

するときに、特に注意が必要です。

事業場
理

公共用水域’－－-一一一排出先

水質汚濁防止法

ダイオキシン類

対策特別措置法

環境政策課

環境係

一一-----水質規制法律

-----一一規制担当課一一----

４

下水道

下水道法

下水道課

業務設備係



４事業場排水の及ぼす影響

川で子どもたちが水遊びできるような美しい自然を守るために、現在下水道

が整備されています。

しかし、できあがった施設の維持管理について、使用する私たちが十分認識

していなければ、その能力を発揮させることはできません。下水道に排除され

る下水（特に事業場排水）によっては、そのまま排除すると管きよを腐食、あ

るいは詰まらせたりします。また、処理場では微生物の働きによって水をきれ

いにしますが、この機能を低下させる物質などを含むこともあります。

これらの事業場排水の下水道へ及ぼす影響は、次の別紙２に大別されます。

(1)下水道施設を損傷し、その機能を低下させる。

(2)微生物の働きを低下させ、時には処理不能にし、放流水質を悪くする。

(3)重金属を含むものは､処理場で汚泥に蓄積され､その処理等が制限される。

これらのことはすべて､下水道の維持管理を妨げ､放流水の水質を悪化させ、

処理費用の増大をきたし、 使用者に新たな負担をかけることになります。

下水道に及ぼす影響等を項目別の一覧表にし、別紙２に示します。

●事故時の措置の義務づけ●

事業場での事故により、有害物質又は油を下水道に排出した場合は、直ちに

応急の措置を講ずるとともに､事故の状況及び講じた措置の概要を､速やかに、

公共下水道管理者に届け出なければなりません。（法第１２条の９第１項）

５下水道への排除基準

事業場が悪質な下水を下水道へ流した場合、「４事業場排水の及ぼす影響」

で述べたように様々な障害が、下水道管や処理場に出てきます。

このような障害を未然に防ぐために定められたのが排除基準です。排除基準に

は、直罰基準と除害施設設置基準とがあり、別紙３に示します。

(1)直罰基準

特定事業場から排除される下水の水質が、表の直罰基準を超えたとき、直ちに

罰則（下水道法第４６条の２）が適用されます。

罰則は、６か月以下の懲役又は５０万円以下の罰金となっています。

(2)除害施設設置基準

事業場から排除される下水の水質が､別紙３の除害施設設置基準を超えると

きは、除害施設を設置する必要があります。

５



規制を受ける項目と下水道に対する影響

侭
L●

(注）水再生センターでは、微生物の働きを利用して下水を処理しています‘

別
紙
２

規制を受ける項目

水素イオン濃度（pH）

生物化学的酸素要求量（BOD）

浮遊物質量（ss）

ノルマルヘキサン抽出物質

窒素、燐

シアン

アルキル水銀、有機燐、鉛、総水銀、カドミ

ウム、砥素、六価クロム、銅、亜鉛、総クロ

ム、溶解性鉄、溶解性マンガン、PCB、セレ

ン、ほう素

トリクロロエチレン、テトラクロロエチレ

ン、ジクロロメタン、四塩化炭素、１，２－ジク

ロロエタン、１，１－ジクロロエチレン、シス

-1,2-ジクロロエチレン、１，１，１－トリクロロ

エタン、1,1,2-トリクロロエタン、1,3-ジク

ロロプロペン、チウラム、シマジン、チオベ

ンカルブ、ベンゼン、ふっ素、１，生ジオキサン

フェノール類

沃素消費量

温度

下水道に対する影響

下水管を腐食します。

他の排水と混合すると有害ガスが発生する

ことがあります。

高濃度になると水再生センターの処理機能

が低下します。

下水管内の清掃回数を増加させます。下水管

を詰まらせます。

下水管を詰まらせます。火災の危険もありま

す。

高機度になると水再生センターの処理機能

が低下します。

下水管内の作業を危険にします。

水再生センターにおける生物処理の機能を

低下させます。

水再生センターにおける生物処理の機能を

低下させます。水再生センター等で発生した

汚泥の処理、処分を困難にします。

下水管内の作業を危険にします。

水再生センターにおける生物処理の機能を

低下させます。

水再生センターにおける生物処理の機能を

低下させます。

下水道施設を腐食させます。

硫化水素ガスにより下水管内の作業を危険

にします。

下水管内の作業を妨げます。



(備考）１BOD、ＳＳ、ｐＨ、温度に係る（）内の数値は製造業又はガス供給業に適用します。

２口内は直罰等による規制に係る排除基準ですｂこのうち鰯内は小金井市下水道条例により定められている基
準ですｂなお、この基準のうち５０㎡／日未満の特定施設の設置者係る総クロムの基準は、工場を設置している者に

適合し、銅・亜鉛・フェノール類・鉄・マンガン・弗素の基準は、昭和47年４月２日以降に工場を設置した者等に

適用する基準です６

３口内は除害施設設置等の義務に係る排除基準です６
４５０㎡／日未満の特定施設の設置者に係る総クロム～マンガンの基準は､平成13年４月１日以降に指定作業場を設

置した者等に適用されますも

下水排除基準（ダイオキシン燕０

度温

下水排除基準（ダイオキシン類以外）

７

対象者

排除基準値

ダイオキシン類対策特別措置法に規定する水質基準対象施設の設置者

１リットルあたり１０ピコグラム以下

有
害
物
質

環
境
項
目
等

カドミウム

シアン

有機 燐

鉛

６価クロム

磁素

総一＝一 水 銀

アルキル水銀

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

テトラクロロ エチ レン

ジクロロメタン

四塩化 炭素

１ ，２ ‐ジ クロロエタン

１，ルジクロロエチレン

シス･1,2-ジクロロエチレン

１，１，１‐トリクロロエタン

１，１，２‐トリクロロエタン

１，３‐ジクロロプロペン

チ ウラム

シマジン

チ オ ベ ンカルブ

ベンゼン

セレン

ほう素

ふ っ素

１，４‐ジオキサン

総クロム

銅

亜 鉛

フェノール類

鉄 （溶解性）

生物化学酌酸素要求量fBOD） －
１

’0mg/c以下’
600ｍｇ／c未満Ｉ

(300ｍｇ／E未澗Ｉ

マンガン（溶解性）

浮遊物質量（ Ｓ Ｓ ） １
８

600ｍｇ／2未満Ｉ
(300ｍｇ／８未淘，

ノノレマノ

物質

ﾚﾍｷｻﾝ抽出

窒 素 120ｍｇ／8未満

燐 ‘ １６ｍｇ／8未満

’５を超え９未満Ｒ
水素イオン濃度（ｐＨ）Ｉ（5.7を超え8.7未満）Ｉ

沃素消費量

鉱油；５mg八以下
動植物油：３０mgパ以下

河川等

海域

河川等

海域

0.2ｍｇ／C以下

0.02ｍｇ／R以下

0.04ｍｇ／f以下

1ｍｇ／2以下

0.4ｍｇ／8以下

3ｍｇ／2以下

0.06ｍｇ／ｆ以下

0.02ｍｇ／２以下

0.06ｍｇ／2以下

0.03ｍｇ／［以下

0.2ｍｇ／２以下

0.1ｍｇ／６以下

0.1ｍｇ／f以下

10ｍｇ／以下

230ｍｇ／E以下

8ｍｇ／f以下

15ｍｇ／C以下

0.5ｍｇ／C以下

2ｍｇ／８以下

3ｍｇ／E以下

2ｍｇ／8以下

5ｍｇ／８以下

10ｍｇ／8以下

(第繍
220ｍｇ／E以下

特定施殴の設腫者

５０㎡／日以上

0.03ｍｇ／f以下

1ｍｇ／以下

１ｍｇ／ｆ以下

0.1ｍｇ／f以下

0.5ｍｇ／2以下

0.1ｍｇ／f以下

0.005ｍｇ／［以下

検出されないこと

0.003ｍｇ／２以下

0.1ｍｇ／1以下

0.1ｍｇ／f以下

50㎡／日未満

0.03ｍｇ／8以下

1ｍｇ／R以下

1ｍｇ／ビ

0.1ｍｇ／Ｃ

0.5ｍｇ／８

0.1ｍｇ／f以下

0.005ｍｇ／[以下

検出されないこと

0.003ｍｇ／8以下

0.1ｍｇ／６以下

0.1ｍｇ／8以下

0.2ｍｇ／C以下

0.02ｍｇ／E以下

0.04ｍｇ／６以下

1ｍｇ／2以下

0.4ｍｇ／E以下

3ｍｇ／2以下

0.06ｍｇ／ｆ以下

0.02ｍｇ／上以下

0.06ｍｇ／C以下

0.03ｍｇ／8以下

0.2ｍｇ／２以下

0.1ｍｇ／8以下

0.1ｍｇ／2以下

１０ｍｇ／8以下

230ｍｇ／8以下

8ｍｇ／R以下

15ｍｇ／8以下

0.5ｍｇ／６以下

2mg/r以下

3ｍｇ"以下

2mgr以下

5ｍｇ/『以下

10mg1以下

10,9m以下

５を超え９未満

(５．７を超え8.7未満）

(窮繍
220ｍｇ／上以下

2ｍｇ"以下

3ｍｇ以下

2ｍｇ"以下

A下

１下

１下

特定施設を設瞳していない者

50,f／日以上

0.03ｍｇ／E以下

1ｍｇ／[以下

1ｍｇ／f以下

0.1ｍｇ／G以下

0.5ｍｇ／２以下

0.1ｍｇ／[以下

0.005ｍｇ／[以下

検出されないこと

0.003ｍｇ／ｆ以下

0.1ｍｇ／f以下

0.1ｍｇ／f以下

0.2ｍｇ／〔以下

0.02ｍｇ／[以下

0.04ｍｇ／[以下

１ｍｇ／６以下

0.4ｍｇ／[以下

3ｍｇ／２以下

0.06ｍｇ／R以下

0.02ｍｇ／！以下

0.06ｍｇ／2以下

0.03ｍｇ／８以下

0.2ｍｇ／2以下

0.1ｍｇ／E以下

0.1ｍｇ／2以下

10ｍｇ／上以下

230ｍｇ／６以下

8ｍｇ／［以下

15ｍｇ／2以下

0.5ｍｇ／２以下

2ｍｇ／８以下

3ｍｇ／２以下

2ｍｇ／R以下

5ｍｇ／E以下

10ｍｇ／8以下

10ｍｇ／2以下

600ｍｇ

(300ｍ質，

600ｍｇ／8未満

(300ｍｇ／R未満

5ｍｇ／６以下

30ｍｇ／上以下

120ｍｇ／8未満

16ｍｇ／２未満

５を超

(５．７を超

(窮繍
220ｍｇ／C以下

50㎡／日未満

0.03ｍｇ／R以下

１ｍｇ／f以下

1ｍｇ／以下

0.1ｍｇ／C以下

0.5ｍｇ／f以下

0.1ｍｇ／f以下

0.005ｍｇ／f以下

検出されないこと

0.003ｍｇ／f以下

0.1ｍｇ／８以下

0.1ｍｇ／R以下

0.2ｍｇ／f以下

0.02ｍｇ／f以下

0.04ｍｇ／２以下

1ｍｇ／２以下

0.4ｍｇ／２以下

3ｍｇ／R以下

0.06ｍｇ／R以下

0.02ｍｇ／E以下

００６ｍｇ／2以下

0.03ｍｇ／［以下

0.2ｍｇ／f以下

0.1ｍｇ／ｆ以下

0.1ｍｇ／２以下

10ｍｇ／［以下

230ｍｇ／2以下

8ｍｇ／［以下

15ｍｇ／R以下

0.5ｍｇ／2以下

2ｍｇ／２以下

3ｍｇ／f以下

2ｍｇ／8以下

5ｍｇ／２以下

５を超

(５．７を超

(詑灘
220ｍｇ／[以下



６特定施設と除害施設

事業場排水の排除基準は、特定事業場もその他の事業場も違いはありません。

しかし、特定事業場は事務手続きや種々の規制、罰則などが、かなり厳しい内

容となっています。

あなたの事業場が該当するかどうか、よく調べてください。

なお、旅館業（特定施設第６６号の２）のうちで温泉を利用しない場合は、特

定事業場とは異なる扱いになっています。

特定施設とは

人の健康及び生活環境に被害を生ずるおそれのある物質を含む汚水や廃液を

排出する施設として、水質汚濁防止法及びダイオキシン類対策特別措置法で定

められた施設をいいます｡詳しくは次頁の別紙４「下水道法における特定施設」

を参照してください。また、特定施設を設置する事業場のことを特定事業場い

い、特定施設を設置する者を特定施設の設置者といいます。

除害施設とは

除害施設とは、事業場からの排水の水質を、小金井市下水道条例で定める基

準に適合させるために、排水を処理する施設のことをいいます。処理場本来の

機能を発揮させ、安定して水をきれいに処理するために、必要な施設といえま

す｡処理場の主役は生きた微生物です｡排水の水質には十分注意してください。

除害施設とつきあうには

事業場が排除基準に適合した処理水を常時確保するためには、日常の運転管

理、水質管理、保守管理、補修等の維持管理作業は欠かすことができません。

維持管理を確実に行うためには次のことに留意してください。

(1)除害施設の水質管理責任者を定め、管理体制を確立すること。

(2)除害施設の運転日誌を作成し、整備保管しておくこと。

(3)処理水質や除害施設に異常があったときは、原因を究明し必要な応急措置

を講ずると共に、小金井市環境部下水道課に報告すること。

(4)廃液を回収し、その処理を委託している事業場も、同様の維持管理を行う

こと。

８
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下水道法における特定施設

特定施設とは、排水の水質規制が必要な施設として、法令によって特別に指定された施設で、下表に掲げる施設が
下水道法における特定施設となります。（下水道法第１１条の2）

＜水質汚濁鯵止塗に規定する特定膳設＞

卓

Ｆ
卜
Ｌ
０
Ｂ
ｌ
０
Ｂ

９

一
一

１
１

1４

番号 躯冒＝＝－－名称一一一~毒f＝篇一一＝幸二電＝臣
’丘･型一らd･｣＆コョモロー牽

・嚢一己豆．P星一垂窒垂三

一
一
一
一
一
１

一
一
一

一
一
一

１の２

２

雲
３‐．

一
》

『
》
『
一

蕊
》
一

冨壷

ｆ５

・６ ○小麦粉製造薬の用に供する洗浄施設

》
蕊
７

蕎蕊
８

．９

○パン若しくは莫子の製造薬又は製あん宴の用に供する粗製あんの沈でんそう
○米蕊製造菜又はこうじ製造雲の用に供する洗米槌

蕊
１０

一
一
（
一

蕊
Ｐ雲9北唱室で翼

１．１
■

一
一
一

霧苧
貯一

鼠癒
叫 ｑ

‘．:..．．

○イースト製造粟の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料処理施設
ロ洗浄施設
ハ分離砲 歴

○鉱案又は水洗炭薬の用に供する施股であって篤次に掲げるもの

イ選泣施 設

ロ選炭捷設

ハ坑水中和制
二擬さく用‘

○畜産農薬又はサービス薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ豚房施設（豚房の籍面積が５０平方メートル未満の率業場に係るものを除く，）
ロ牛房滝設（牛房の籍面積が200平方メートル未満の泰菜場に係るものを除く。）
ハ賜房姥設（馬房の緯面積が500平方メートル未満の事業場に係るものを除く。）

○蚕産食料品製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料処理旋設

ロ洗浄施設〈淀びん迄設を含む。）

ハ湯鍾這 設
○水産食料品製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ水産動物原料処理施設
ロ洗浄施股
ハ脱水施 設

二 ろ 過鍾設

ホ 湯蒸施設．

○野菜又は果実を原料とする保存食料品製造粟の用に供する施段であって､次に掲げるもの

イ原料処理迄詮

ロ溌浄迄殻

ハ圧搾捻設
二湯黙施設

○みそ、しょう油､食用アミノ酸､グルタミン酸ソーダ､ソース又は食酢の製造菜の用に供する施股であって、

次に掲げるもの
イ原料処理施設

具蕊蕊
二濃揺施設

ホ精製施設
へろ過捻設

○砂覇製遥菜の用に供する施段であって-次に掲げるもの
イ原料処理施設
ロ溌浄施設（流送施設を含む。）

ハろ過施設

二分躍施設
ホ滞製施設

○飲料製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ原料処理施設

ロ洗浄施設（洗びん施般を含む。）
ハ搾汁施設
二ろ過施設

ホ湯煮施設

へ蒸り ゆ う 施 設

○動物系飼料又は有拠質肥料の製造粟の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料処理

ロ洗浄施設

ハ
ニ
ホ 式脱

施設

施設

奥施設

○動植物油脂製造巣の用に供する施設であって.次に掲げるもの
イ原料処理海没

ロ洗浄捻設
ハ圧搾施 設

二分離施 設



■■■

1０

一
一
一
一！

Ｉ．＝‐

別
紙
４

雲毒
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楓
『貢

一
一
一
寸

『
１

■

1６

１７

８

○ぶどう穂又は水あめの製遣菜の用に供する施股であって､次に掲げるもの
イ原料処理施設

ロろ過施設

ハ補製施設

|○めん類製造粟の用に供する溌撤施設

'○豆腐又は煮豆の製造菜の用に供する湯煮施設
'○インスタントコーヒー製造薬の用に供する抽出施段

１８の２

１８の３

○たばこ製造薬の用に供する施設であって､次に褐

イ水洗式脱臭蕊設

げるもの

ロ 洗 浄施設

堅塁

１９

天高

雲
駐雪男差

２０

閏碧

２１

２１の２

２１の３

２１の４

○一殻製材案又は木材チップ製造薬の用に供する湿式パーカー

'○合板製造案の用に供する接蓋擬洗浄施設
○バーテイクルボード製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ湿式 パーカー

ロ接着機洗浄施設

２２

妻患
一
一
一
一

塞
一

一
一
》

２３

一
一

一
一
一

一
一
》

○新聞案､出腹薬､印創案又は製版菜の用に供する施設であって-次に掲げるもの

イ自動式フイルム現像洗浄施設
ロ自 動 式 感 光 瀧付印刷版呪橡洗浄施設．

雲雲
２４

蕊
２５

Ｏでん粉又は化工でん粉の製造粟の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料浸せき塗設
ロ洗参姥設（流送施設を含む。）

ハ分離施殻
二渋だ め及びこれ仁痢する施設

○冷凍調逼食品製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料処瑠施股

ロ渦煮施設

ハ洗浄施段

○訪緬菜又は繊維製品の製遣案若しくは加工薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イまゆ 湯強施設

室副蚕処雲塗設

ハ原料浸せき施設
二精練検及び桔隷そう

ホシル ケツト磯

へ漂白桧及び漂白そう
卜染色塗設

チ薬液浸透施設
リのり塗き施設

Ｏ溌毛菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ洗宅麓設

匡洗化炭塗設

○化学綴維製造案の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ淫式 紡糸施設

ロリンクー又は未納鎌綴維の薬液処理施設
ハ 原料回収施設．

○木材薬品処理菜の用に供する施段であって､次に掲げるもの
イ湿式バーカー

ロ薬波授透施設

Ｏパルプ､紙又は紙加工品の製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ原料浸せき塗設
匡湿式パーカー

ハ砕木撮

二蒸解施設

ホ蒸解廃液浸糟建設
へチップ洗浄捻設及びバルブ洗浄施設
ト漂白捻設

チ抄紙施設（抄造施設を含むｅ）
リセロハン製膜施設

ヌ湿式羨誰板成型箆設
ル廃ガス洗浄施設

Ｏ化学鯉料製造薬の用に供する施設であって_次に掲げるもの

イろ過施設

ロ分薩施殻

ハ水洗式破碓施設

二廃ガス洗浄施設
ホ湿式集じん施設

○水銀電解法によるか性ソーダ又はか性カリの製造粟の用に供する施殴であって､次に掲げるもの

イ塩水請製施設
ロ電解施殻
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○無擬顔料製造菜の用に供する施股であって-次に掲げるもの
イ洗浄施 設

ロろ過施設

ハカドミウム系窯溌顔料製造施股のうち、遠心分離犠
二礁粁製造施設のうち、水洗式分別施設
ホ応ガス謀海津譜

２６

蓋三雲

霊

二．２７

-■し□■■

８

一
一
２

一
一
一
一

一
一
》
一
一

■■

・２９

Ｏカーバイト法アセチレン誘導品製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ湿式アセチレンガス発生施殻

口さく酸エステル製造施設のうち、洗浄施股及び蒸りゆう施設
ハポリビニルアルーール製造施設のうち、メチルアルコール蒸りゆう施設
二アクリル酸エステル製造施股のうち、蒸りゆう施設
ホ壇化ビニルモノマー洗浄施設
へクロロプレンモノマー洗浄施設

○コールタール製品製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イペンゼン頚硫酸洗浄施設

ロ静置分離器

ハタール酸ソーダ硫酸分解施設

３０

雲蕊

．、３１．

ニ ー

３２

蕊
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１
１

－
》
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一
一

一
一
一 一

ｐ
Ｆ
－

『
垂
託
濁
犀
》

》
一

雲蕊

３４

： ． ．

索罰Ｅｖ冒認I君

３５．

３６

申車血

■

○合成洗剤製造菜の用iこ侯する施設であって､次に掲げるもの
イ
ロ
ハ

○前二号に掲げる事莱以外の無槌化学工業製品製造業の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イろ過施設

ロ遠心分離機

ハ硫酸製造施設のうち、亜硫酸ガス冷却洗浄施設
二活性炭又は二硫化炭素の製造施設のうち、洗浄施設
ホ焦水けい酸製造施設のうち、塩酸回収施設

へ宥薩製造施設のうち、反応施設

トよう素製造施設のうち、吸薪施設及び沈でん施設
チ海水マグネシア製造施設のうち、沈でん施設

リバリウム化合物製造施設のうち、水洗式分別施設
ヌ廃ガス洗浄捷設
ル湿式集じん施設

○発酵エ菜(第五号､第十号及び鰯十三号に掲げる蕊菜を除く｡)の用に供する施設であって､次に掲げるも
の

イ原料 処理施設

ロ燕りゆう施設
ハ巡心分離雛
二ろ過施設

○ﾒﾀﾝ騰導品製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イメチルアルニール又は四塩化炭素の製造施設のうち、蒸り
ロホルムアルデヒド製造施股のうち、輔製施設．

ゆう施設

ハフロンガス製造施設のうち、洗浄施設及びろ過施設

○有槌顔料又は合成染料の製造業の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イろ過施設

ロ顔料又は染色レーキの製造施設のうち、水洗施設
ハ遠心分離磯

二廃ガス洗浄施設

Ｏ合成樹脂製遼菜の用に供する施股であって､次に掲げるもの
イ論合反応施設
ロ水洗施設

ハ遮心分臆磯

二肺臓分離器

ホ弗素樹脂製造施設のうち、ガス冷却洗浄施設及び蒸りゆう施設
へポリプロピレン製造施設のうち、溶剤蒸りゆう施設
ト中圧法又は低圧法によるポリエチレン製造施設のうち、溶剤回収施設
チポリプテンの酸又はアルカリによる処理施設
リ廃ガス洗浄施設
ヌ湿式集じん篭設

○合成ゴム製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ
ロ
ハ
ニ
ホ

ろ過施設

脱水施賎

水洗施設

ラテックス濃蒜施設

スチレン・ブタジエンゴム、ニトリル，ブタジエンゴム又はポリブタジエンゴムの製造施設のうち、
静置分隊器

○有微ゴム薬品製造菜の用に供する施設であって-次に掲げるもの
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４１

４２
卸

４３

４４
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４５

○前六号に掲げる事菜以外の石油化学工菓(石油又は石油副生ガス中に含まれる炭化水素の分解､分罷その他の
化学的処理により製造される炭化水素又は炭化水素濫導品の製造業をいい､第五十一号に掲げる事業を除く｡）
の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ 洗 浄施設
ロ 分 離施設

ハろ過施設

ニアクリロニﾄﾘﾙ製造施設のうち~急冷施設及び蒸りゆう旋設

ホアセトアルデヒド､アセトン､カブロラクタム峰ﾃﾚﾌﾀﾙ塗又はﾄﾘﾚﾝラアミンの製造施設のうち､蒸りゆう施設
へアルキルペンゼン製造施設のうち､酸又はアルカリによる処理施設
トイソブロピルアルコール製造施設のうち､蕪りゆう施設及び硫酸涯縮施設
チエテレンオキサイド又はエチレングリコールの製造施設のうち､蒸りゆう施設及び濃縞施設
リニーエチルヘキシルアルコール又はイソブチルアルコールの製造旋設のうち､繕合反応施設及び蒸りゆう施設
ヌシクロヘキサノン製造旋設のうち､酸又はアルカリによる処理施設

ルトリレンジイソシアネート又は燕水ﾌﾀﾙ酸の製造施設のうち-ガス冷却洗浄施設
オノルマルパラフイン製造施段のうち_酸又はアルカリによる処理施設及びメチルアルコール蒸りゆう施設
ワプロピレンオキサイド又はプロピレングリコールのけん化器

カメチルエチルケトン製造施設のうち､水蒸気凝纏施設

ヨメチルメタアクリレートモノマー製造施設のうち､反応施設及びメチルアルコール回収施設

タ廃ガス洗浄施設

○石けん製造菜の用に供する施設であって零次に掲げるもの
イ原料精製施設
ロ塵祈施設

Ｏ硬化油製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ脱酸施 設
ロ脱臭施没

○脂肪酸製造粟の用に供する蕪りゆう施設

○香料製造業の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ洗浄施設
ロ抽出施級

○ゼラチン又はにかわの製造菜の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料処理施設
ロ石灰 づけ施設

ハ洗浄施 設

○写真感光材料製造粟の用に供する感光剤洗浄施設

○天然樹脂製品製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ原料 処 理 施 設

匡鋭水 旋設

○木材化学工粟の用に供するフルフラール蕪りゆう施設

蕊
４６

町

一
一

４７

１寒寒雲

４８．

４９

５０

､ 魂X扇重野露面 罵 庖 頚 ５ K 票 V 需 溺 罷 厩 ’
○農薬製造菜の用に供する混合施設

○露二乗各号に掲げる物質を含有する賦薬の製造粟の用に供する試薬製壷旅詔
蕊萎ま§

ｐ

５１．．

５１の２

５１ ｏ医療用若しくは術生用のゴﾑ製品製造菜､ゴム手袋製造熱糸ゴﾑ製造薬又はゴﾑパﾝド製造梨の用に供するラ
テックス成形型洗浄施設

琴
》

煙
一
一

一
蓋
蕊

５３
○ガラス又はガラス製品の製造業の用に供する施設であって.次に掲げるもの
イ研摩洗浄施設
ロ庭ガス洗浄施設

○露二十八号から前号までに掲げる蕊薬以外の有樋化学工桑製品製造菜の用に供する施設であって舎次に掲げる
もの

イ水洗施 設
ロろ過施設

ハヒドラジン製造施設のうち、濃縮施設
二寵ガス洗浄施設.

○医薬品製造粟の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ動物原料処理施設

ロろ過施設

ハ分潅施 設

二混合施設（第二条各号に掲げる物質を含有する物を混合するものに限る。以下同じ。）
ホ廃ガス洗浄施設

Ｏ石油精製薬(潤滑油再生薬を含む｡）の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ脱壇施設

ロ原油常圧蒸り
ハ脱硫施設

ゆう施設

二郷発油、灯油又は軽油の洗浄施設
ホ潤滑油洗浄施設

鴎認謹鰯譲I蕊離墓駕繍芸鰯雲漂震霧露悪､霧言z璽晶製

○皮革製造粟の用に供する施設であって､次に掲げるもの

股

洗浄施設
石灰づけ施設

タンニンづけ施
クロム浴施設
染色施設

イ
ロ
ハ
ニ
ホ
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66の６

1３

’５７

別
紙
４

５４

５５

５６

○生コンクリート製j巌菓の用に供するバツチヤープラント

○蒋擬質砂かぺ材製造菜の用に供する混合施段

５８

雪

Ｌーーマー一一②

臣＝＝

５９

壁260

○砕石薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ水洗式破砕施設

ロ水洗式分別施設

○砂利採取薬の用に供する水洗式分別施設

蕊
６１

響雲
一一一

６３

が４０うF・

２垂奇
●ｑ一一

６３の２

扉F両面

４６

謹急
６４の２

蕊
臣冒司廼

６６壷

Ｏ空きびん卸売菜の用に供する自動式洗びん施設

|圃涯圃蕊圏璽罰曝露覇X琢震霊添索麺滴園､塵五Ｚ洗浄施設
○ガス供給案又はコークス製造薬の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イタール及びガス液分離施設
ロガユ冷却洗浄施設（脱硫化水素施設を含む。）

○水遊施殴(水道法(昭和三十二年法律第百七十七号)第三桑第八項に規定するものをいう｡)、工薬用水道施設（
工桑用水道事黍法(昭和三十三年法律第八十四号)第二乗第六項に規定するものをいう.>又は自寂用工薬用水
遊(同法第二十一乗第一項に規定するものをいう｡)の施設のうち､浄水施設であって､次に掲げるもの(これらの
浄水能力が－日当たり１０．０００立方メートル未満の事薬珊に係るものを除く｡）
イ沈でん施設

ロろ過施設

'○酸又はアルカリによる表面処理旋駿
○ 通気めっき施竣’

○旅館薬(旅館薬法(昭和二十三年法律第百三十八号)第二条第一項に規定するもの(下宿営梨を除く｡)をいう｡〉
の用に供する施段であって､次に掲げるもの〈注I〉
イちゅう房施設

ロ洗たく施設
ハ入浴施設

６６の３

;6の４ ○弁当仕出屋又は弁当製造粟の用に供するちゅう房菟詮(緯床面積が360平方メートル未満の事粟調に係るもの
■を除く｡）

66の５

６６の７

６７』

６８

○そば店､うどん店､すし店のほか蕊渓茶店その他の通常主食と里められる食事を提供しない飲食店(次号に掲げる
ものを除く｡)に設置されるちゅう房施設(篭床面積が630平方メートル未満の事菜場に係るものを除く｡）

○料亭､バー､キャバレー､ナイトクラブその他これらに類する飲食店で設備を股けて客の接待をし隼又は客にダンス
をさせるものに設匝されるちゅう房施設(緯床面穫が1.500平方メートル未満の率菓坦に係るものを除く｡）ﾏｰ一一~■画Ｐﾛ－ローg＝一口－－■■ーー一一ｰC字句一。‐”

Ｏ洗たく菜の用に供する洗浄施股．

Ｏ写真現像案の用に供する自動式フイルム褒鍾洗浄施設

６８の２

○セメント製品製造菜の用に供する施設であって-次に掲げるもの
イ抄造施 設
宮虚漣ｊ鰐

ハ水走生塗設（蒸気錠生迄設を含む。）

○人造黒鉛廼極製造薬の用に供する成型童設

○窯菓原料(うわ薬原駕を含む｡)の精製巣の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ水洗式破砕施設

ロ水洗式分別施設
ハ陵処理施設

二脱水施設

Ｏ鉄鋼菜の用に供する施段であって､次に掲げるもの

イタール及びガス液分離施設
ロガス冷却洗浄施設

ハ圧延施設

二焼入れ施設
ホ溌式集じん施設

○非鉄金風製造桑の用に供する施設であって､次に掲げるもの

イ還元そう

画趣解施設〈涛磁埋危解施般を除く。）
ハ焼入れ施設

二水銀精製施設

ホ廃ガス洗浄施設
へ湿式災じん施設

○金属製品製造薬又は捜械器具製造薬(武器製造薬を含む｡）の用に供する施設であって､次に掲げるもの
イ焼入れ施設

ロ電解式洗淳施設

ハカドミウム電極又は鉛芯極の化成施設
二水銀精製施設
ホ廃ガス洗浄施設

○共同鯛理堀(学校給食法(昭和二十九年法律第百六十号〕第六条に規定する施般をいう｡以下同じ｡)に設極され
るちゅう房施股(薬務の用に供する部分の繕床面菰(以下単に｢総床面執｣という｡)が500平方メートル未満の事
薬場に係るものを除く｡）

■■■■■■■■■■■■■

Ｏ飲食店(次号及び第六十六号の七に掲げるものを除く｡)に設迩されるちゅう房施股(識床面積が420平方メートル
未満の事案弱に係るものを除く｡）

ロ
ハ

擬法(昭和二十三年法律第二百五号)第一条の五第--.項に規定するものをいう｡以下同じ｡)で病床数が
であるものに設硬される施設であって､次に掲げるもの

ちゅう房施設
洗浄施設
入浴施設



Ｉ

(注1）下水遊法上の取扱い

届出及び下水排除の制限等に閲しては、特定施設から除かれます-画ただし、人浴施設のうち漣幾を利用する鳩
合はこの限りではありません。

1４

別
紙
４

６９ ○と密薬又は死亡獣畜取扱薬の用に供する湊休施段

丘rW7、句

一
一
一
唖
一
一
》
’

Ｏ地方卸売市堀(卸売市堪法第二条第四項に規定するもの(卸売市場法施行令(昭和四十六年政令第二百二十一

号)第二条第二号に規定するものを除く｡)をいう｡)に設置される施設であって．次に掲げるもの(水産物に係るも
のに限り､これらの鴬面割が1.000平方メートル未演の事秦塙に係るものを除く｡）

イ卸売 場
ロ仲卸売埋

７０

７０の２

７１

厚巽辱[ＥＩＩミ

７１の２

Ｏ自助軍分解堕備事菜(道路運送車両法(昭和二十六年法律第百八十五号)第七十七条に規定するものをいう｡以

下同じ｡)の用に供する洗車施設(屋内作案堀の総面積が８００平方メートル未満の事粟珊に係るもの及び次号に褐
げるものを除く｡）

○自動式車両茜

Ｏ科学技需(人文科学のみに係るものを除く｡)に関する研究←試蒙､検査又は専門教育を行う事菓増で環境省令で

定めるものに段腫されるそれらの菜務の用に供する施殴であって､次に掲げるもの
イ洗浄施設

ロ焼入れ,施設

争施設

７１の３

蕊
７１の４

一
一
一
一
一
一

７１の５

７１の６

Ｏトリクロロエチレンーテトラクロロエチレン又は＃

○トリクロロエチレンーテトラクロロエテレン又はジクロロメタンの蒸雪施設(前各号に該当するものを除く｡）
ジクロロメタンによる洗浄施設(前各号に該当するものを除く｡）

７２

７３ ○下水逝終末処理篇溝

ノ４

○中央卸売市場(卸売市堀法(昭和四十六年法律第三十五号)票二乗第三項に規定するものをいう｡)に設置される
施没であって､次に掲げるもの(水産物に係るものに隈る｡）
イ卸売場
ロ仲卸売場

Ｏ廃油処理施設(海洋汚染等及び海上災害の防止に関する法律(昭和四十五年法律第百三十六号)第三条第十四

号に規定するものをいう｡）

○一般廃棄物処理施段(廃棄物の処理及び滑掃に関する法律(昭和四十五年法律露百三十七号)第八条第一項に
規定するものをいう｡)である焼却施設

○産案廃棄物処理施設(廃棄物の処理及び滑掃に関する法律第十五条第一項に規定するものをいう｡）のうち-次に
掲げるもの

イ廃棄物の処理及び滑掃に関する法律施行令(昭和四十六年政令第三百号)第七条第一号､第三号から第六号まで、
第八号又は第十一号に掲げる施股であって､国若しくは地方公共団体又は産業廃棄物処理菜者(廃棄物の処理及び
涜掃に関する法律第二条第四項に規定する産薬廃棄物の処分を業として行う者〈同法第十四条第六項ただし癖の規定
により同項本文の許可を受けることを要しない者及び同法第十四条の四節六項ただし書の規定により同項本分の許可
を受けることを要しない者を除く｡)をいう｡)が股置するもの

｜ロ廃棄物の処理及び消掃に関する法律施行令第七条第十二号から第十三号までに掲げる施設

Ｏし尿処理施股(違葵基準法施行令第三十二条第一項の表に規定する算定方法により寡定した処理対象人員が500
人以下のし尿浄化栂を除く｡）

○特定事薬墳から持出される水(公共用水域に排出されるものを除く｡）の処理施設(前二号に掲げるものを除く｡）
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トー
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１４

Ｉ

＝

番号 名 称垂憲憲宇!’謹霞一-二二雷雲…－ｰ＝＝需葡蓑塗弄ご邑覇語る毛q母聞で釦

羨酸壇パルプ(クラフトバルプ)又は亜碇酸パルプ(サルファイトバルブ)の製逓の用に供する填素又は素化合梅によ

る漂白旋設

３爵..｡’ 硫酸カリウムの製造の用に供する施設のうち､廃ガスガ 》施設

５

６．

担休付き触媒の製造(埋素又は垣素化合物を使用するものに限る｡)の用に供する焼成炉から発生するガスを処理
する施殴のうち､廃ガス洗浄施設

塞化ビニルモノマーの製造の用に供する二垣化エチレン洗浄旋設

７

＝毒

才＝＝零二二

‐９．

１０

霧
謹

竪
謹
垂
雲

豊１１．
画一

震牽ニニニ

蕊署亭

１２

§蓋毒蕊

1雲雲：

１３

葵毒雲

●
蝋
擢
涛

別表第１第S号に掲げる廃棄物焼却炉から発生するガスを処理する施股のうち次に掲げるもの及び当該廃棄物焼
却炉において生ずる灰の貯留施設であって汚水又は廃液を排出するもの
イ廃ガス洗浄施設
口漫式集じん施設

１６

蕊
１７．．

一
一
一
一

§毒琴雪

弓釦

１８

１９．

下水道終末処理施設(第１号から前号まで及び次号に掲げる施設に係る汚水又は廃液を含む下水を処理するもの
に限る｡）

第１号から第１８号までに掲げる施設を股面する工咽又は事粟蝋から排出される水(第１号から第１８号までに掲げ’
る施設に係る汚水若しくは廃液又は当鮫汚水若しくは廃液を処理したものを含むものに限り蕊公共用水域に排出され
るものを除く｡)の処理施股(前号に掲げるものを除く｡）

カーバイド法アセチレンの製造の用に供するアセチレン洗浄施設

アルミナ繰維の製造の用に供する施設のうち､廃ガスガ 串施設

カブロラクタムの製造(塩化ニトロシルを使用するものに限る｡）の用に供するのうち、次に掲げるもの

イ硫酸涙繍施設

ロシクロヘキサン分離施設

ハ廃ガス洗浄施設

クロロベンゼン又はジクロロベンゼンの製造の馬に裳するのうち、次に掲げるもの

イ水洗施設
口廃ガス洗浄施設

４－クロロフタル酸水素ナトリウムの製造の用に供するのうち、次に掲げるもの
イろ過濫設

口乾燥施設

ハ廃ガス洗浄施設

2,3-ジクロロー1,4-ナフトキシノンの製逓の用に供するのうち､次に掲げるもの
イろ過雄設

口度ガス洗浄施設

８，１８－ジクロロー5,丁５－ジエテルー5,.15-ジヒドロインドロ[3,2二一b･･３‘．ｚ’一ｍ]トリフエノジオキサン(別名
ジオキサジンバイオレット｡ハにおいて単に｢ジオキサンバイオレット｣という｡）の製造の用に供するのうち､次に掲げ
るもの

イニトロ化誘導体分蓬施設及び還元誘導体分薩施股

口ニトロ化誘導体分躍施設及び還元誘導体洗浄施設

ハジオキサジンバイオレット洗浄施設
二熱郭乾燥施設

アルミニウム又はその合金の製造の用に供する熔焼炉、溶解炉又は乾燥炉から発生するガスを処理す
る施段のうち､次に掲げるもの

イ廃ガス洗浄施設
ロ湿式集じん施設

亜鉛の回収(製鋼の用に供する憲気炉から発生するぱいじんであって､集じん樋により桑められたものからの亜鉛
回収に限る｡)の用に供する施設のうち､次に掲げるもの
イ繍製施設

ロ廃ガス洗浄壷設

ハ；呈式桑じん施設

担体付き鮫媒(使用済みのものに限る｡）からの金属の回収(ソーダ灰を添加して熔焼炉で処理する方法及びアル

カリにより抽出する方法(熔焼炉で処理しないものに限る｡)によるものを除く｡>の用に供する施股のうち､次に掲げる
もの

イろ過施設

口請製施設
ハ廃ガス洗浄施股

廃棄物の処理及び滑掃に関する法律施行令(昭和46年政令第300号)第７粂第１２号の2及び第１３号に掲げる
施設

フロン類(特定物質の親制等によるオゾン屑の保塵に関する法律施行令別表1の項鶏3の項及び6の項に掲げる特
定物質をいう｡)の破竣(プラズマを用いて破壊する方法その他環坑街令で定める方法によるものに限る｡)の用に供
する施設のうち轄次に掲げるもの
イブラズマ反応施設
口廃ガス洗浄施設
ハ湿式集じん施設



７届出の仕組み(別紙５『下水道法に基づく届出と罰則」を参照）

事業場が下水道をしようとする場合は、特定施設及び除害施設の設置者など

は、次のような届け出が必要になります。各種届出様式は小金井市下水道課で

も受け取ることも可能ですが、小金井市下水道課のホームページからもダウン

ロードできます。ご利用ください。

http://www,city・koganei,１９.jp/kakuka/kankyoubu/gesuidouka/index､ｈｔｍｌ

(1)使用開始等の届出(別紙６）

下水道を使用する事業場(特定事業場とは限りません。）は、次に該当する場

合にあらかじめ届出が必要になります。

届出を要する場合

日最大童が５０㎡以上の場合

下水の水質が下の表に該当する場合

既に届けだした内容を変更する場合

上記の届け出の対象にならない特定施

設の設置者が下水道を使用する場合

届出の内容

下水の量

下水の水質

使用開始の時期

給排水の平面図

使用開始の時期

特定施設の種類

届出の種類

公共下水道使用開始(変更）届

公共下水道使用開始届

(2)特定施設の設置等の届出

特定施設の設置者は、公共下水道使用開始届とは別に、次のような届け出が

必要になります。（温泉を利用しない旅館を除く。）

1事前に届出がいる場合

届出を要する場合

特定施設を新しく設置する場合

特定施設の設置者が次のような

変更をする場合

･特定施設の構造、寸法など

･特定施設で使用する材料など

･除害施設の構造、寸法など

･下水の量、水質、排水系統など

届出の内容 届出の種類

特定施設設置届出書 設置の６０日以前

特定施設の構造等変更届出害 変更の６０日以前

1６



２事後に届出がいる場合

届出を要する場合

特定施設を設置している事業

者が新たに下水道を使用する

場合

使用している施設が、新たに

特定施設に指定された場合

事業場の名称、代表者及び所在

地名の変更があった場合

特定施設の使用を廃止した場合

事業場を譲り受けるなど、届出

者の地位を継承した場合

届出の種類 届出の期限

特定施設使用届出書
使用または指定の日から３０日

以内

氏名変更届出書 変更の日から３０日以内

特定施設使用廃止届出書 廃止の日から３０日以内

承継届出書 継承の日から３０日以内

３除害施設の設置等の届出

特定事業場以外の事業場が、除害施設を設置あるいは構造等の変更をしよう

とする場合、次のような届け出が必要になります。

'1)事前に届出がいる場合

届出を要する場合

除害施設を新しく設置する場

合

除害施設の設置者が次のよう

な変更をする場合

･除害施設の椛造､処理方法など

･下水の量、質、排水系統など

(2)事後に届出がいる場合

事業場の名称、代表者及び所在

地名の変更があった場合

除害施設の使用を廃止した場合

届出者の地位を承継した場合

届出の種類

除害施設の新設等及び使

用の方法の変更届出書

氏名変更等届出害

除害施設使用廃止届出書

承継届出書

1７

届出の期限

あらかじめ

あらかじめ

変更の日から３０日以内

廃止の日から３０日以内

継承の日から３０日以内
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｡公共下水道使用開始（変更）届が必要となる場合の下水の水質（処理前の水質）

1９

別
紙
６

対象物質又は項目

環
境
項
目

Ｅ ＝

蕊

有
害
物
質

クロム及びその化合物

銅及びその化合物

亜鉛及びその化合物

フェノール類

鉄及びその化合物（溶解性）

マンガン及びその化合物（溶

解性）

生物化学的酸素要求量（ＢＯ

Ｄ）

浮遊物質迂（ｓｓ）

ノ ルマルヘ

キサン抽出

物質

窒素

燐含有量

水素イオン濃度（ｐＨ）

温度

沃素消費堂

カドミウム及びその化合物

シアン化合物

有機燐化合物

鉛及びその化合物

六価クロム化合物

砥素及びその化合物

動植物油脂類

鉱油類

数値

ど茎登

2mg/Ｑ以下

3ｍｇ/９以下

2mg/Ｑ以下

5mg/９以下

１０mg/０以下

10mg/９以下

600mg/４未満

600mg/Ｑ未満

g/＠以下

5mg/０以下

120mg/０未満

16mg/９未満

5を超え９未満

４５℃未満

220mg/９以下

0.03ｍｇ/@以下

1ｍｇ/０以下

１ｍｇ/Ｑ以下

0.1mg/Ｑ以下

0.5mg/９以下

0.1ｍｇ/０以下

対象物質又は項目

有
害
物
質

水銀及びアルキル水銀その

他の水銀化合物

アルキル水銀化合物

ポリ塩化ビフェニル

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

ジクロロメタン

四塩化炭素

１．２－ジクロロエタン

１．１－ジクロロエチレン

シス１．２－ジクロロエチレ

3／

１．１．１－トリクロロエタン

１．１．２－トリクロロエタン

１．３－ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

セレン

ほう素及びその化合物

ふっ素及びその化合物

１．４－ジオキサン

数値

0.005mg/０以下

検出されないこと

0.003mg/０以下

0.1ｍｇ/０以下

0.1ｍｇ/@以下

0.2ｍｇ/@以下

0.02mg/０以下

0.04ｍｇ/０以下

1ｍｇ/@以下

0.4mg/@以下

3ｍｇ/Ｑ以下

0.06ｍｇ/０以下

0.02mg/Ｑ以下

0.06mg/Ｑ以下

0.03ｍｇ/０以下

0.2mg/０以下

0.1ｍｇ/@以下

0.1ｍｇ/０以下

10mg/9以下

8ｍｇ/@以下

0.5ｍｇ/@以下



８届出から工事完了までの手順

審査を受ける必要のある届出については以下のような手順になります。

対象となる届出「特定施設設置届出書」・「特定施設の構造等変更届出書」

「除害施設の設置（変更届出書）」

事業場の届出者

|届出書届出書

●工事着手を急がれると

きにはその旨申請してく

ださい。

(実施制限期間短縮巾硫審の提出）

工事 着手工事着手’

工事 完 了工事完了’

工事完了届工事 完了届’

提出提出

、
|~亀尋¥酌ｇ一_卓害宝弓匿か雪ロー唾虫恥辱一巽弾仁一＝－高国塞一斤.やB+至司,垂.昼宝景一師跡向。弓

特定施設の設置、構造等

変更に係る届出に関して

|受理書を発行’受理書を発行

心’
一F『－■－－空両価画＝＆西丙弓

－

是
受理日 より６０日間

(ま工事の着手が制限

されます。

一声

提 出

野Ｐ

可

立入検査立入検査

2０

小金井市下水道課

受付|受付Ｉ

！
書類形式の審査

●必要な書類が整ってい

るか､記入漏れがないか、

などを点検する。

！
|受理’受理

；
技術的な審査

●排除基準に照らして、

届出内容が適当かどう

か、具術的に判断する。

●良好な水質が得られな

いと判断される場合に

Ｉま、『計画変更命令」な

どを行う。

工事完了検査工事完了検査’



９立入検査(法第１３条）

公共下水道管理者は、下水道の機能や施設を保全し、処理場からの放流水の

水質を適正に保つために必要な限度において、事業場に立ち入り、排水設備、

特定施設、除害施設及びその他の物･件を検査できることになっています。

１０改善命令等(法第３７条の２、法３８条第１項第１号）

立入検査の結果、排除基準に違反している場合、または違反するおそれがあ

ると認められた場合には、期限を定めて水質及び施設の改善あるいは下水の排

除の停止などを命ずることになります。

１１水質の測定義務(法１２条の１２）

公共下水道管理者が測定義務を課した特定事業場は、下水道法第１２条の１

２の規定に基づく「水質の測定義務に関する事務取扱要領」により下水の水質

を測定し、その記録を保存しておかなければなりません。

(1)測定項目及び測定回数

その事業場に設置されている除害施設などでの除去対象項目および作業工

程において使用する原材料、薬品の種類、量、使用方法を考慮して公共下水

道管理者が定めます。

(2)測定方法

「下水の水質の検定方法に関する省令」に基づき測定を行って下さい。事業

場内に検査部門がない場合は、環境計量証明のできる測定機関へ委託する

ことが可能です。

(3)水質測定結果の記録

水質測定結果は、水質測定記録票に記録し、５年間保存してください。

２１



１２報告書の提出(法第３９条の２）

公共下水道管理者は、下水道を適正に管理するために事業場から操業等の状

況、除害施設又は排除する下水の水質に関し、必要に応じて報告を求めること

ができます。水質測定記録表、除害施設の運転日誌等はいつでも公共下水道管

理者の報告の求めに応じられるよう整備保管しておいてください。

１３産業廃棄物の処理

廃棄物の処理は事業者の責務です。事業活動によって生ずるすべての廃棄物

は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によって規制され、事業者が自ら処

理しなければなりません。しかし、事業者自身で処理できない場合は、産業廃

棄物処理業者へ委託することも認められています。「排出者責任の原則」をよく

認識し、産業廃棄物は適正に処理してください。

鴎Ｚ
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小金井市環境部下水道課業務設備係

諺184-8504東京都小金井市本町6-6-3

TELO42-387-9828／FAXO42-387-7222
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特定施設、除害施設、事業系排水については、下記に問合せください。
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